
◎東日本大震災の被災者に係る一般旅券の発給の特例に関する法

律を廃止する法律 
（令和四年四月二七日法律第三四号）   

一、 提案理由（令和四年三月三〇日・衆議院外務委員会） 

○林国務大臣 ただいま議題となりました二件につきまして、提案理由を御説明いたし

ます。 

……………（略）…………… 

 次に、東日本大震災の被災者に係る一般旅券の発給の特例に関する法律を廃止する法

律案につきまして御説明いたします。 

 本法律案は、東日本大震災から十年が経過し、令和三年三月十二日以降、東日本大震

災の被災者に係る一般旅券の発給の特例に関する法律に基づき震災特例旅券の発給の申

請が行われることは想定されないため、同法を廃止するものであります。 

 以上が、この法律案の提案理由及びその概要であります。 

 以上二件につき、何とぞ、御審議の上、速やかに御賛同くださいますようお願いをい

たします。 

二、衆議院外務委員長報告（令和四年四月七日） 

○城内実君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、外務委員会における審

査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、震災特例旅券法廃止法案は、東日本大震災から十年が経過し、震災特例旅券の

発給申請が行われることは想定されなくなったため、震災特例旅券法を廃止するもので

あります。 

 両案は、去る三月二十九日外務委員会に付託され、翌三十日林外務大臣から趣旨の説

明を聴取いたしました。昨四月六日に質疑を行い、質疑終局後、順次採決を行いました

結果、両案はいずれも全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと議決した次第で

あります。 

……………（略）…………… 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院外交防衛委員長報告（令和四年四月二〇日） 

○馬場成志君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、外交防衛委員会にお

ける審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、震災特例旅券法廃止法案は、東日本大震災から十年が経過し、令和三年三月十

二日以降、東日本大震災の被災者に係る一般旅券の発給の特例に関する法律に基づき震

災特例旅券の発給の申請が行われることは想定されないため、同法を廃止しようとする

ものであります。 



 委員会におきましては、両法律案を一括して議題とし、査証欄の増補の廃止と国際民

間航空機関の勧告への対応、旅券の手数料を発給申請時に徴収できない理由、電子化さ

れた申請手続の利便性、被災者に係る手数料の減免制度を柔軟に適用する必要性等につ

いて質疑が行われましたが、詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終局し、順次採決の結果、両法律案はいずれも全会一致をもって可決すべきも

のと決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 

 

 


